


要約:不妊症治療がハイリスク児の最近の増加の一要因であるとされる。本研究では体外

受精を比較的多数例行っている一施設における体外受精後の 153 妊娠の予後を検討し、不

妊症治療との関係でハイリスク児の予防に何が必要かを検討した。その結果、以下の点が

明らかになった。①体外受精妊娠は、流産/早産、低出生体重児との関係で明らかにハイ

リスクと考えられた。①体外受精妊娠の流産/早産に多胎は大きく関与し、多胎の防止が

ハイリスク児の予防につながることが明らかになった。②しかし単胎の妊娠であっても、

不妊症治療によらたい妊娠に比較して、流産/早産の傾向がみられ、単に多胎の防止だけ

ではハイリスク児の予防に効果的ではないことが示唆された。


